


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井戸（北東から撮影） 

 結物
ゆいもの

井戸
い ど

とよばれる縦長の板材を円形状に

並べた室町時代の井戸がみつかりました。前

回紹介した石組井戸よりも作り易く、コスト

パフォーマンスが良いため、室町時代後期に

は広く普及しています。使われている板材の

中には、建築材から転用しているものもあり

ました。結物井戸はこのほかにも２基確認さ

れています。 

大溝（東から撮影） 

 この大溝は、幅約 3.5ｍ、深さ約 0.8ｍの規

模となります。大溝の全容は調査区外へと続

くため、不明な箇所もありますが室町時代の

遺物が多く出土していることから、かつて室

町時代の集落もしくは屋敷地を区画していた

溝と考えられます。遺物は土師器の皿や鍋が

多い中、瀬戸製の仏具と考えられる陶器や中

国製磁器、瓦もありました。現在、これらの

遺物は洗浄や復元作業をしている最中です。 
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